
南アフリカを含む南部アフリカにおける感染症情報 

 

 

在留邦人の皆さまへ 

 

本年１月、南アフリカのＣＤＣ（（（（Communicable Diseases CommuniquéCommunicable Diseases CommuniquéCommunicable Diseases CommuniquéCommunicable Diseases Communiqué））））の発

表によれば、南アフリカを含む南部アフリカにおける感染症情報は次のとおり

です。 

 

１１１１．．．．    腸腸腸腸チフスチフスチフスチフスのののの流行流行流行流行    

（１）ジンバブエでは、昨年１０月よりハラレ他において次のとおり腸チフス

が流行しているとのことです。 

２０１１年１０月～２０１２年１月５日：１，０７８名（疑い例）、２６名（確

定例） 

（２）ザンビアでは、２０１２年１月６日までに、少なくとも２，０９４名（疑

い例）、３名（死亡例）が報告されています。 

 

２． Tick Bite Fever（ＴＢＦ） 

 数は報告されておりませんが、２０１１年９月より、ＴＢＦが増加している

そうです（ダニに噛まれた後、「発熱・筋肉痛・頭痛・リンパ節腫脹・発疹・出

血傾向・多臓器不全など」を起こし、治療が遅れると、死亡にいたる例もあり

ます。）。この病気は１年を通して、都市部でも地方でも発生しています。 

 日本でいう、「ツツガムシ病」のようなものです（ダニに噛まれた時、リケッ

チャと呼ばれる病原体が身体に侵入し発症します。）。  

 草地に入るときや、トレッキングをされるときはご注意下さい。 

 

３． アフリカアフリカアフリカアフリカ・・・・トリパノソーマトリパノソーマトリパノソーマトリパノソーマ症症症症 

 余りなじみのない病気と思いますが、アフリカでは結構有名な病気です。 

「眠り病」と言った方が、なじみがあるかも知れません。 

 ツェツェバエというハエに刺されて、そこからトリパノゾーマという原虫が

体に入り込んで病気を起こします。 

 ジンバブエの国立公園を旅行した後、南アフリカに来た方が発症して入院し

たとのことです。 

 刺入口に潰瘍ができ、発疹・リンパ節炎・肝脾腫・発熱・頭痛などを生じ、

末期には意識混濁・嗜眠性（ここから「Sleeping Disease」という名前が付きま

した。）となり死亡します。 



 治療には早期に特殊な薬を使用する必要があります。心当たりがある場合は、

その旨を伝えて検査を受けてください。早期の治療開始が必要です。 
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